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みな さ ん 、こ ん に ちは 。 ジョ ナ サン で す 。 紅 葉 が とて も 美し い ニュ ー ヨ ーク

郊外 か らで す 。お 互 いの 姿 は見 えま せ んが 、 チャ ッ ト で 「 こん にち は 」と 挨 拶

をし て 、名 前 と出 身 地を 伝 えま しょ う 。そ う すれ ば 、今 日 、こ こに ど んな 人 た

ちが 集 まっ て いる か わか り ます ね。 今 日は 、 スト ー リー を 体現 する 、 個人 の ス

トー リ ーを 体 現す る とい う テー マの も とに 集 ま っ て いま す 。ま ず、 体 を少 し 動

かし ま しょ う 。 椅 子 に座 っ たま まで も 、 部 屋 の中 を 動き な がら でも 。 さあ 、 ど

うぞ 。｛音 楽 ｝  

では 、画 面の 前 に戻 っ てき て く ださ い 。あり が とう ご ざい ま す 。話の 前 に 、ち

ょっ と エク サ サイ ズ をし ま しょ う。 ま ず、 深 呼吸 。 今、 チ ャッ ト で 「 こん に ち

は」 と 挨拶 が 交わ さ れて い ます ね、 素 晴ら し い。 も う一 度 か二 度 、 深 呼吸 を 。

さて 、 みな さ ん、 今 、ど ん な感 じで そ こに い らっ し ゃい ま す か ？こ の 瞬間 、 ど

んな 場 所に い て、 時 刻は 何 時な ので し ょう 。 世界 中 のみ な さん です か ら 、 時 差

によ っ て、 今 が早 朝 、今 は 深夜 、と い う方 も いら っ しゃ い ます ね 。 ご 機嫌 い か

がで す か？ 今 日こ の 時間 ま で、 どん な ふう に 過ご し たで し ょう 。 今 日 は、 ど ん

なこ と が起 こ りま し たか ？ イメ ージ し てい た だい て 、 あ り がと うご ざ いま す 。

さて 、 続き で す。 今 日は こ んな だっ た なと 感 じ る こ とを こ れか ら音 と 動き で 表

現し ま す 。私 が やっ て みま すね 。｛ 演じ て みせ る ｝どん な内 容 で も 大 丈 夫 。音 と

動き で す。ど うぞ や って み てく ださ い 。ど う ぞ。そ うで す 、素 晴 らし い 。で は 、

同じ こ とを も う一 度 やり ま す 。 今度 は 、 さ っ きよ り 少し 大 きく 表現 し ます 。 い

きま す よ、 ど うぞ 。 素晴 ら しい ！ み な さん 、 その 調 子で す 。  

ここ で、想 像し て ほし い ので す。今の よ うに 自 分で 自 分の 気 持ち 演じ る ので な

く、 あ なた の 代わ り に、 目 の前 にい る アク タ ーが あ なた の 気持 ちを 演 じて い る

とし た ら、 ど うで し ょう か 。つ まり 、 自分 が どん な 感じ か 、ど んな 体 験を し た

かを 語 り、 そ れを ア クタ ー がそ の場 で すぐ 演 じる 。 こう い うこ とを 私 たち は 始

めま し た。 今 か ら 45 年 前 の 197 5 年 です 。 人々 の 体験 を 聞 い て 、そ の 内容 を 演

じて お 返し す る 。プ レイ（ 演じ て）バ ック（ 返す ）、プレ イバ ッ クシ ア ター と 名

付け ま した 。 今こ の オン ラ イン 上 に プ レイ バ ック シ アタ ー の仲 間 が い ます ね 。

チャ ッ トに 、カン パ ニー 名 と出 身 地を 書 いて 自 己紹 介 し ま し ょう か 。こ うし て 、

私た ち はプ レ イバ ッ クシ ア ター を始 め まし た 。 私 た ちの 公 演を 見て 興 味を 持 っ

た人 が それ ぞ れの 地 域に 広 めて いき ま した 。  

シド ニ ー・プ レ イバ ッ クシ ア タ ー 、ロ ン ドン・プ レイ バ ック シ アタ ー 、ハド ソ

ンリ バ ー・プレ イ バッ クシ ア タ ーな ど のグ ル ープ が 立ち 上 がり まし た 。（ 各国 の

カン パ ニー 名 紹介 、 中略 ） グル ープ が どん ど ん増 え て、 キ ムさ んの 紹 介の よ う

に、 70 カ 国以 上 に広 ま って い ま す 。  
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 プ レ イバ ッ クシ ア ター が どん なも の か、 写 真を 見 なが ら 説明 しま す 。  

これ は 、日 本で 活 動し て い

る 劇 団 プ レ イ バ ッ カ ー ズ

です 。  

椅 子 に 座 る 人 を コ ン ダ ク

ター と 呼び ま す。白い 服 の

人。今 この 瞬 間に 、画 面 を

見て い ると 思 いま す。こ ん

にち は、佳代 さ ん。そし て 、

隣 の 椅 子 に 座 っ て い る 方

が話 し 手、テ ラー です 。客

席か ら 歩い て きて 、そ の 椅

子に 座 りま し た。どん な 話

でも い い、と 言わ れて 、自

分の 体 験を 語 りま す 。そ し て、 舞台 の 上に は 、 ア ク ター 、 ピア ノの 後 ろ に 見 え

るミ ュ ージ シ ャン 。 この 人 たち は、 テ ラー （ 語り 手 ）の 話 を聞 きま す 。イ ン タ

ビュ ー が終 わ った ら すぐ 即 興で 、話 の 内容 を 再現 し ます 。 立て かけ て ある 様 々

な色 の 布も 使 いま す 。基 本 的に は 身 体 の動 き と声 を 使っ て 、語 られ た スト ー リ

ーを 体 現し ま す。  

 大 き な劇 場 とは 限 りま せ ん 。 実際 、 もっ と 狭く て 親密 な 雰囲 気の 会 場で 演 じ

られ て いる こ とが 多 いの で す 。   

 

これ は ロシ ア のグ ル ープ で す 。  

よく 見 ると 画 面の 右 側の 女 性は 、先

ほど 私 を紹 介 して く れた キ ム さ んで

すね 。  す ご いで し ょ？ そ して 、 これ

は彼 女 のグ ル ープ 、 アク ア レレ ・プ

レイ バ ック シ アタ ー 。 厳 し い外 出禁

止令 が 出て 、 公演 が 中止 に なり 残念

だと 、 伺っ た ばか り です 。  

 パ ン デミ ッ ク で 、こ のよ う な 大 きな

問題 が おき て、通 常の 活動 が でき ない

グル ー プが 続 出し て いま す。折に 触れ

てス ト ーリ ー を語 り 合い、観 客が それ

を 観 る 、 そ ん な 機 会 が 失 わ れ て い ま

す。  

 

次は 、 子ど も のグ ル ープ で す。  

スト ー リー を 演じ た 直後 に 、 ア クタ ー

がテ ラ ーに 注 目し 、 スト ー リー を返 し

てい る 場面 で す 。 私 たち は 、ス トー リ

ーを 演 じた 後 すぐ 、 テラ ー に注 目し ま

す。 な ぜか と いう と 、 天 才 的だ 、魔 法

のよ う だ、 な ど、 私 たち 自 身が 注目 を

浴び た いと は 全く 思 って な いか らで

す。 大 事に し てい る のは 、 テラ ーと そ

のス ト ーリ ー だか ら です 。 そう いう わ



 

©スクール・オブ・プレイバックシアター日本校 

 

けで 、 劇を 演 じた あ と、 必 ずこ のよ う にテ ラ ーに 注 目を 向 けま す。  

 大 小 さま ざ まな 劇 場、公民 館 の よう な 施設 、路 上、プ レイ バ ック シア タ ーは 、

どこ で でも で きま す 。  

これ は 香港 の グル ー プ 、 そ の初 期の こ ろ。 路 上で 演 じて い ます 。  

 

こ れ は 、 ネ パ ー ル の 人 里 離 れ た 小 さ な 村 、

小さ な 学校 で のプ レ イバ ッ クシ アタ ー 。  

右側 に はミ ュ ージ シ ャン 、 左側 には コ ン

ダク タ ー、 そ して ア クタ ー たち が観 客 の

気持 ち を演 じ てい ま す。  

 

 

 

 

 

 

カト リ ーナ ハ リケ ー ンの 半 年後 、ニ ュ ー

オー リ ンズ に アメ リ カ全 土 から アク タ ー

が集 ま りま し た 。 大 被害 を 受け た人 々 の

トラ ウ マ体 験 を演 じ てい ま す 。  
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これ は イン ド のタ ミ ル・ ナ ード ゥ州 。  

約 25 年前 の 津波 の あと で した 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

最後 の スラ イ ドは キ ュー バ のハ バナ 。  

写真 で は わ か りに く いで し ょう

が、 実 はビ ル の屋 上 です 。 経験 豊

富な ア クタ ー が し っ かり プ レイ バ

ック シ アタ ー に 取 り 組ん で いま し

た。 し かし 、 当時 の キュ ー バで は

プレ イ バッ ク シア タ ーは 公 式に は

認め ら れて お らず 、 建物 の 地下 や

屋上 で 、ひ っ そり と 上演 し まし

た。 に もか か わら ず 、ご 覧 のよ う

に大 人 数の 観 客が 来 まし た 。  

 体 現 する こ とと 、この プ ロセ ス に

つい て お 話し し ます 。 ア クタ ー は 、

感情 や 体験 を 聞き ま す。そ して 、聞

いた こ とを テ ラー や 観客 に とっ て意 味 のあ る 内容 に 変換 し て体 で表 現 しま す 。

翻訳 し て表 現 する と いう こ とは 、 ア ク ター に とっ て 何よ り の修 行で す 。プ レ イ

バッ ク シア タ ーに 携 わ っ て いる と 、 多 くの 人 々や 異 なる 人 々の スト ー リー を 体

現す る こと に なり ま す。 そ うす るこ と は 、 人 生と は どう い うも のか と いう 問 題

に触 れ 、そ の 結果 、 自分 の レジ リエ ン ス を 高 める こ とに ほ かな らな い ので す 。

後ほ ど 、プ レ イバ ッ クシ ア ター につ い ての 詳 しい 情 報を お 伝え しま す ので 、 私

の話 を 聞い て 、プ レ イバ ッ クシ アタ ー に興 味 が湧 く かど う か、 考え て みて く だ

さい 。 そし て 、興 味 が湧 い たら 、あ な た自 身 が 隣 人 や地 域 の人 々の ス トー リ ー

を体 現 する 道 に進 む こと に なる のか も しれ ま せん 。  

 テ ラ ーに つ いて お 話 し し まし ょう 。 この 写 真で は 右側 に 椅子 が あ り ます 。 実

際に は 二脚 あ るの で すが 、 片方 は 隠 れ てい ま すね 。 公演 が ある 程度 す すむ と 、

観客 の 一人 を 椅子 に 招き ま す 。 その 椅 子に 行 くこ と は、 心 理的 には 遠 いと こ ろ

まで 行 く感 じ がし ま す 。 と ころ が、 は じめ は 「私 に はス ト ーリ ーが な い」 と 思

って い た観 客 も 、 や がて 何 かを 思い つ き 、 手 を挙 げ ます 。 勇気 を出 し て立 ち 上

がり 、 客席 を 通り 抜 け、 こ こか らが 舞 台と い う一 線 を越 え て 、 テラ ー 椅子 に 座

るの で す。 コ ンダ ク ター が 「ど こで 起 こる お 話で す か 」 と イン タビ ュ ーを 始 め

ると 、 自分 の 体験 を 短く 語 りま す。 こ の一 連 の行 為 には 深 い意 味が あ りま す 。

いわ ゆ る通 過 儀礼 に つい て 、観 客席 か らテ ラ ー椅 子 へと 至 る道 のり の 意味 に つ

いて 、 プレ イ バッ ク 仲間 が 博士 論文 を 書い て いま す 。テ ラ ーは 席に 着 き、 ア ク

ター と 観客 に 聞こ え るよ う に 自 分の 体 験を 語 りま す 。 イ ン タビ ュー が 終わ る と

自分 の スト ー リー が 目の 前 で演 じら れ るの を 見ま す 。 ア ク ター によ っ て 体 現 さ

れる の を見 て いる 状 態は 、 テラ ー側 か らす る と受 動 的 で す 。受 け身 と はい え 、

そこ で 重要 な こと が 起こ っ て い ます 。 とい う の も 、 テラ ー は多 くの 場 合、 自 分
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のス ト ーリ ー を見 た あと 、 ある 種の リ ラク ゼ ーシ ョ ン、 一 種の カタ ル シス を 経

験す る ので す 。テ ラ ーは 、 自分 の身 体 が変 化 した こ とを 自 覚し ます 。 あの と き

あの ス トー リ ーを 語 っ て か ら私 の人 生 は変 わ った 、 とい う コメ ント を よく 聞 き

ます 。 そん な 声 が あ ちこ ち から 、 ず っ と届 い てい ま す 。  

 ど ん なス ト ーリ ー が語 ら れる のか に つい て 。 プ レ イバ ッ クシ アタ ー を始 め た

ころ は 、芸 術 的 に 演 じよ う とし まし た 。観 客 に、 体 験を 語 って もら う 。そ れ を

ドラ マ チッ ク に演 じ る。 う まく いく の か？ 面 白い 作 品に な るの か？ 創 造 性 が 問

われ ま した 。 その こ ろは 、 重い 話や ト ラウ マ 体験 に 特別 に 興味 を持 っ てい た わ

けで は あり ま せん 。 誰が 語 って もい い し 、 ど んな 話 でも い い、 と思 っ てい ま し

た。  

 

 最 近 、語 ら れた 話 を紹 介 しま す 。 パ ンデ ミ ック の 直前 、 ある 女性 が 夫を ケ ア

ホー ム に移 さ なけ れ ばな ら なか った 。 初め て 夫を 訪 ねた と き、 中に 入 れて も ら

えな か った 。 老人 ホ ーム は 閉鎖 的で 、 面会 は 許さ れ ず 、 が っか りし た 。そ れ で

も、 夫 がい る 部屋 の 窓の 下 に 何 とか た どり 着 いた 。 窓越 し に顔 を見 合 わせ 、 電

話で 話 しな が ら キ ス を投 げ 合っ た。 こ のス ト ーリ ー は 何 を 意味 して い ると 思 い

ます か ？人 生 で思 い もよ ら ぬ 変 化に み まわ れ 、い ろ いろ な 悲し みを 体 験し た と

いう ス トー リ ー で す ね。 そ れと 同時 に 、 こ の スト ー リー に は、 レジ リ エン ス が

見え 隠 れし て いま す 。つ ま り 、 二人 が 愛し 合 い、 相 手へ の 愛を 表現 す るこ と を

何人 た りと も 妨げ ら れな い 、と いう 意 味で す 。ス ト ーリ ー の 一 例を 紹 介し ま し

た。 こ こに は 深刻 な 要素 は あり ます が 、最 大 級に 深 刻な ス トー リー と まで は い

えな い でし ょ う 。 先 ほど 伝 えた よう に 、私 た ちは 、 あら ゆ るス トー リ ー を 歓 迎

しま す 。ス ト ーリ ー は、 水 面下 で間 接 的に 響 き合 い ます か ら、 深く 耳 を傾 け な

いと 、 どん な 意味 が 含ま れ てい るか 理 解で き ませ ん 。た と えば 、朝 食 をと っ た

とい う 話を し たと し ます 。 それ は あ り きた り な話 に 思え る かも しれ ま せん 。 け

れど も 、深 く 聴く と どう で しょ う 。 朝 食の 席 に パ ー トナ ー がい ない 。 パー ト ナ

ーが 去 って 、 一人 に なっ た 。そ して 、 それ が 辛い 。 そん な 含み があ る かも し れ

ませ ん 。よ く よく 聞 けば 水 面下 にあ る 深み や 意味 の 層に 気 づけ ます 。  

 雰 囲 気が 整 って く ると 、 観客 は、 深 い話 を 語り 始 めま す 。要 は、 演 じる 側 の

態度 や 場の 雰 囲気 次 第な の です 。た と えば 舞 台に 立 つ私 た ちが 目立 ち たい わ け

では な い。 私 たち は 、観 客 に尊 敬の 念 を持 っ て い る 。人 々 の人 生で 起 きて い る

こと や 観客 が 伝え た がっ て いる こと に 関心 が あり 、 その 話 を心 から 聴 きた い と

思っ て いる 。 そん な 雰囲 気 が漂 う場 に なる と 、と て も深 い 話が 出る よ うに な り

まし た 。始 め たこ ろ 、緊 張 の中 にあ っ ても な お 、 こ うい う 深い 話を 歓 迎し ま し

た。いか な る ス ト ーリ ー を も、と 思っ て いま し た。そし て、人々 が 集ま り 始め 、

人々 は 語り 始 めま し た。 二 つの 例を 紹 介し ま す。  

 テ ラ ー席 に 一人 の 女性 が やっ てき ま した 。「 11 歳 くら い 、私 がベ ッ ドで 寝 よ

うと し てい た とき 。 覚え て いる のは 、 壁に 影 が映 っ てい た こと だけ 」 とい う だ

けの 話 でし た 。そ れ 以上 の 詳細 はな く 、そ こ で終 わ りま し た 。 イン タ ビュ ー の

あと 私 たち は 女の 子 が寝 よ うと して い ると き に 部 屋 の壁 に 影が 映っ た とい う 場

面だ け を演 じ たの で す。 そ の体 験は 彼 女に と って ジ ュデ ィ ス・ ハー マ ンが 述 べ

てい る とこ ろ の 外 傷 記憶 を 物語 的記 憶 に書 き 換え る 第一 ス テッ プと な りま し た。

テラ ー 体験 は 虐待 を 思い 出 す プ ロセ ス の 初 め の一 歩 だっ た ので す 。 そ の女 性 に

とっ て 、壁 の 影の ス トー リ ー が 演じ ら れる の を見 る こと は 、と ても 意 味が あ り

満た さ れる こ とだ っ たの で す。  

 プ レ イバ ッ クシ ア ター で テラ ーが こ のよ う な 深 い 話を す るの は、 そ の場 に 優

しさ が ある か らで す 。私 た ちは 深く え ぐり だ そう と はし ま せん 。治 そ うと も し



 

©スクール・オブ・プレイバックシアター日本校 

 

ませ ん。た だ聴 い てい る だけ で す 。も う 一 つ 、他 の例 の 話を し たい と思 い ます 。

ネパ ー ルで の 写真 を ご覧 に なり まし た ね。 ネ パー ルは 15 年ほ ど前 に 内戦 が あ

った 国 です 。 反乱 の あと 村 人 同 士が 戦 って い た頃 、 市民 社 会を 修復 す る 必 要 に

迫ら れ まし た 。そ の よう に 日常 を取 り 戻そ う とし て いた ネ パー ルの 村 で、 プ レ

イバ ッ クシ ア ター の プロ ジ ェク ト が 行 われ ま した 。 ある 女 性が テラ ー にな っ て

語り ま した 。 妹が 結 婚し て 二人 の子 持 ちに な った 。 そし て 亡く なっ た 。伝 統 文

化ど お り、 十 代の 彼 女と 亡 くな った 妹 の夫 と の結 婚 を父 親 が決 めた 。 不本 意 な

結婚 で はあ っ たが 父 親に は 逆ら えず 、 学齢 期 の 二 人 の子 ど もの 母と な った 。 そ

の一 週 間後 、 夫は 戦 死し 、 いき なり 継 母、 そ して 未 亡人 に なっ てし ま った 。 近

所の 人 はそ ん な彼 女 を 仲 間 はず れに し た。 何 年も 続 く辛 い 日々 の真 っ ただ 中 で

彼女 は この 体 験を 語 った の です 。 ア ク ター た ちが 演 じた 後 、明 らか な 変化 が 訪

れま し た。 観 客と し てそ の スト ーリ ー を見 聞 きし た 近所 の 人た ち が 態 度を 変 え

て彼 女 に共 感 しだ し たの で す 。 プレ イ バッ ク シア タ ー公 演 は、 コミ ュ ニテ ィ の

人々 を 結び 付 け 、 和 解さ せ まし た。 地 域に 貢 献し た ので す 。こ れら は 、人 々 が

語る ス トー リ ー の 例 です 。  

 

【質 問 ：】 ス トー リ ーを 語 るよ うに 促 すた め に、 具 体的 に どん な質 問 をし ま す

か？ ど のよ う な ス ト ーリ ー であ るべ き か 、 説 明し ま すか ？  

【答 え 】驚 く かも し れま せ んが 、こ ん なス ト ーリ ー を語 っ てほ しい と か、 観 客

とし て どう す べき か など 、 ほと んど 言 いま せ ん。 私 たち が 求め てい る のは 、 独

特の も のな の です が 。 に も かか わら ず 観客 は プレ イ バッ ク シア ター が どう い う

もの か 次第 に わか っ てき ま す 。 ここ で 語ら れ てい る のは 新 聞記 事の よ うな 話 で

はな い 、短 編 小説 で もな い 、リ ハー サ ルさ れ た劇 で もな い 、と いう よ うに 。 ま

た、 い きな り 深い ス トー リ ーを 引 っ ぱ り出 そ うと は しま せ ん 。 じっ く りと 時 間

をか け て、 進 めま す 。と て も工 夫さ れ 、 洗 練 され た 進行 の 成せ る業 な ので す 。

みな さ んも 実 際に 体 験し て みれ ばわ か るで し ょう 。  

 

【質 問 ：】 深 刻な 話 を演 じ ると き、 ア クタ ー が泣 き もせ ず 、圧 倒さ れ もせ ず に

演じ ら れる の は、 ど うい う こと をし て いる か らで す か？  

【答 え 】勇 気 が必 要 です 。 修行 も必 要 です 。 そし て 、自 分 自身 を知 る こと が 必

要で す 。言 い 換え る なら 、 自分 が抱 え てい る 心理 的 な問 題 に向 き合 い 、そ の 問

題を 処 理し な けれ ば 、自 分 の壁 にぶ つ かっ て 壊れ て しま う 。あ るい は 、目 の 前

の全 て をは ね 退け て しま う 。プ レイ バ ック シ アタ ー の ア ク ター にな る のは 簡 単

では あ りま せ ん。 特 別な 人 であ るこ と をア ク ター は 求め ら れま す 。 私 はこ う い

うア ク ター を 「シ テ ィズ ン アク ター （ 市民 ア クタ ー ）」 と 呼ん で いま す 。  

 

【質 問：】プ レイ バ ック シ アタ ー の由 来 につ い て。サ イコ ド ラマ やア ウ グス ト・

ボア ー ルと 関 係が あ りま す か ？  

【答 え】 幾つ か の流 れ が プ レ イ バッ ク シア タ ーに 影 響を 与 え ま した 。は じ めの

影響 は 、実験 演 劇で し た 。二 つ 目 につ い て 。プ レ イバ ッ クシ ア タ ー は 1975 年 に

始ま り まし た 。 ア ウ グス ト ・ボ ア ー ル の『 抑 圧さ れ た人 々 のシ アタ ー （略 称 ：

T O）英語 版 』（ Theatre of the Oppressed in English）は 1978 年に 出 版さ れ

てい ま す。つ まり 、私 たち は そ れ以 前 に始 め てい た ので す 。TO と似 て いる と こ

ろも 、も ち ろん た くさ ん あり ま す 。し かし 、大き な違 い があ る こと も確 か です 。

次に 、 私は サ イコ ド ラマ の 研鑽 をつ み まし た 。 哲 学 的に 密 接な つな が りが あ り

ます 。 多く の 国で は 、サ イ コド ラマ と プレ イ バッ ク シア タ ーは 重な り 合っ て い

ます 。 サイ コ ドラ マ が 興 味 深い の は 、 スト ー リー を 大切 に 扱う こと 、 人間 の 存
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在そ の もの を 肯定 す るこ と です 。理 想 どお り にい け ば 、 サ イコ ドラ マ は 真 の 民

主主 義 を、 イ ンク ル ーシ ブ を、 つま り 私た ち が何 か に取 り 組む 場で 誰 ひと り 孤

立さ せ ない 方 法を 教 えて く れ る もの で す 。 こ れら が プレ イ バッ ク シ ア ター の 発

展に 影 響を 与 え ま し た。 そ して 他に も 影響 を 受け た もの は あり ます 。  

 

キム さ んが こ の学 会 の話 を 持っ てき た とき 、 ここ で プレ イ バッ クシ ア ター 実 践

して ほ しか っ たよ う です 。 しか し、 プ レイ バ ック シ アタ ー をや るに は 、そ れ な

りの 流 れが 必 要で そ れ相 応 の 時 間が か かり ま す。 ビ デオ を 見せ るこ と はで き ま

した が 、気 乗 りし ま せん で した 。で も 代わ り に最 後 にも う 一回 エク サ サイ ズ を

しま す 。は い 、間 違 いな く 。  

では 、リ スニ ン グア ワ ーに つ い て少 し お話 し しま す 。リス ニ ン グア ワ ー は 、パ

ンデ ミ ック で 世界 中 の プ レ イバ ック シ アタ ー がで き なく な った とき に 生ま れ ま

した 。 みん な 家に い まし た 。半 年 ほ ど たつ と 、オ ン ライ ン で プ レイ バ ック シ ア

ター を する グ ルー プ が増 え まし た 。け れど も 、プレ イ バッ ク シア ター は 親密 に 、

顔を 合 わせ て 行う も ので す 。 テ ラー は 観客 に 見守 ら れて 語 る。 観客 は テラ ー の

話を 耳 で聞 く だけ で なく 、 その 様子 に も注 目 して い る 。 つ まり 、観 客 は ア ク タ

ーの 演 技を 見 てい る テラ ー の姿 もそ の 顔に 浮 かぶ 満 足気 な 表情 も見 届 ける 。 こ

うい う こと を 考え る と、 オ ンラ イン の プレ イ バッ ク シア タ ーは 、実 際 のプ レ イ

バッ ク シア タ ー と は 全く 違 い ま す。 そ う思 い なが ら 、 パ ン デミ ック が 始ま っ て

家に こ もっ て いた と きに 、 スト ーリ ー を 語 る だけ で 演じ な い や り方 を 思い つ き

まし た 。こ の 大会 の テー マ は体 現だ と わか っ てい ま す 。 こ れか ら 話 す リス ニ ン

グア ワ ーは 演 じな い 手法 で すか ら 体 現 に直 結 する も の で は あり ませ ん 。 け れ ど

も、 大 きな イ ンパ ク トが あ り、 プレ イ バッ ク シア タ ー か ら 生ま れた も ので す の

でお 話 しま す 。  

リス ニ ング ア ワー を 説明 す る前 に 、もう 一 つ、スト ー リー がど ん なふ う に作 用

して い るか に つい て 話し ま す 。 聞い た らび っ くり す る と 思 いま す 。 ま ず一 人 目

が語 る、次 の人 が 自分 の 話 を す る 、そ して 三 人目 の 話へ と 進み ま す 。そ の結 果 、

語ら れ たス ト ーリ ー がネ ッ クレ スの よ う に 連 なり ま す。 こ こで 驚く こ とに 、 語

られ た スト ー リー が 、い つ も 複 雑に 互 いに 絡 み合 う 、ス ト ーリ ー同 士 が対 話 す

るの で す。 テ ラー は 、そ れ ぞれ 自分 自 身の ス トー リ ー を 個 別に 語っ て いる だ け

です 。 にも か かわ ら ず、 一 本の スト ー リー が 直前 に 語ら れ たス トー リ ー に 反 応

して い る。 そ れだ け でな く 、次 に語 ら れる ス トー リ ー に も 働き かけ て いる 。 コ

ミュ ニ ティ に は知 恵 があ る 、コ ミュ ニ ティ は 深い 層 でス ト ーリ ーを 通 して 交 信

し合 っ てい る とい う 現象 で す 。こ のよ う な物 語 性の あ るコ ミ ュニ ケー シ ョン は 、

人々 の コミ ュ ニテ ィ にと っ て と ても 大 事 で す 。お そ らく 、 私た ちの 脳 に 複 雑 に

組み 込 まれ て いる の では な いで しょ う か。  

 も う 一つ は 、私 が「 ナラ テ ィブ レテ ィ キュ レ ーシ ョ ン 」と 呼ん で いる も ので 、

スト ー リー の つな が り方 の 原理 です 。 特に と ても 深 刻な ス トー リー が 続い た あ

と、 そ のイ ベ ント の 最後 の スト ーリ ー がレ ジ リエ ン ス と 希 望を 示唆 し てい る こ

とが 多 いの で す 。 流 れが う まく 運ば れ てい れ ば 、 人 々は 希 望に 満ち た かた ち で

応答 し あう こ とが で きる 。 個人 のス ト ーリ ー を超 え て、 よ りど ころ と なる 何 か

を、 人 々に 提 供で き るの で す 。  

リス ニ ング ア ワー は 、この「 ナ ラ ティ ブ レテ ィ キュ レ ーシ ョ ン 」の原 理 に基 づ

いて い ます 。と て もシ ンプ ル で 5～ 6 人の 参 加者 がオ ン ライ ン 上 で行 い ます 。ガ

イド に よる 進 行の も と、 一 人ひ とり が スト ー リー を 語り ま す。 それ だ け 。 1 時

間で 終 わり ま す。も ちろ ん 多少 の プロ セ スは あ りま す が、非 常に シ ンプ ル です 。

パフ ォ ーマ ー の 演 技 やス ト ーリ ーの 再 現が な くて も 、ス ト ーリ ー自 体 がお 互 い
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に働 き かけ て いる こ とに 驚 きま す 。 人 々は リ スニ ン グア ワ ー 体 験に 意 味を 見 つ

け、 互 いの つ なが り を感 じ ます 。そ し て、 パ ンデ ミ ック と いう 困難 な 状況 で 、

人々 は 以前 よ りも レ ジリ エ ンス を高 め てい る ので す 。リ ス ニン グア ワ ーは 、 半

年ほ ど 前か ら 始ま っ た 新 し いも ので す 。オ ン ライ ン でス ト ーリ ーを 通 した コ ミ

ュニ ケ ーシ ョ ン が で きる リ スニ ング ア ワー に 興味 が ある 方 が、 どう 体 験で き る

のか 、また 、リ スニ ン グア ワ ーの ガイ ド にな る ため に どん な 訓練 を受 け るの か 、

情報 を お伝 え しま す 。  

 さ て 、エク サ サイ ズ の時 間 で す 。演 技 で な く て申 し 訳あ り ま せん が 。スト ー

リー を 使い ま す 。 あ なた の ミニ スト ー リー を シェ ア して い ただ きた い ので す 。

チャ ッ トに 二 行の ス トー リ ーを 書き 込 んで く ださ い 。例 え ば  「 足 のけ が をし た 。

治る の に時 間 がか か る 」。 また は  「今 年は 紅 葉が と ても 美 しい 。 でも 落 ちて い

くの を 見る と 切な い 感じ 」。そ ん な感 じ のあ な たの 話 をチ ャ ット に 書 き 込み 、名

前を 入 れて く ださ い 。た と えお 互い 一 緒に い なく て も 、 た とえ それ が 上演 さ れ

なく て も、 人 々が あ なた の スト ーリ ー に共 鳴 して い るこ と を知 るこ と がで き ま

す。 そ して 、 私た ち は自 分 のス トー リ ー を 通 して お 互い に つな がる こ とが で き

るの で す。 で すか ら 、今 や って みて く ださ い 。 み な さん か ら届 いた も の を 読 み

上げ て みま し ょう    

「私 は 木に 出 会っ た 。そ の 木は 私が ヒ ーロ ー だと 教 えて く れた 」  

「 4 日間 、 雨が 降り 続 いて い る 。 私 の 目か ら も涙 が こぼ れ る」  

「悲 し くて 目 が覚 め たの に 、今 はニ コ ニコ し てい る 」  

「庭 の 木が 芽 を出 し た。 最 後の 部分 を 見逃 し た。 残 念」  

「デ ジ タル メ ッセ ー ジに 反 応し て、 自 分の た めに 立 ち上 が った 」  

「今 日 は子 ど もを 学 校ま で 車で 送り 、後 ろ姿 を見 守 った 。う まく いく と いい な 」 

「 私 は 小 さ く て 取 る に 足 ら な い と 感 じ る 。 私 は 間 違 っ た 船 に 乗 っ て い る か も

しれ な い」  

「私 は 一人 だ った 。 その 昔 」  

「今 日 はい い 日だ っ た  そ して さ らに 良 くな っ た」  

こ の 素 晴 ら し い ミ ニ ス ト ー リ ー を 書 き 続 け て く だ さ い 。 私 は 次 の 質 問 に 答 え

る準 備 をし ま す 。  

 

【質 問 ：】 プ レイ バ ック シ アタ ーや リ スニ ン グア ワ ーと セ ラピ ーと の 関係 。 個

人 セ ラ ピ ー や グ ル ー プ セ ラ ピ ー で プ レ イ バ ッ ク シ ア タ ー を ど う 活 用 し て い る

か？  

【答 え ：】 大 きな 質 問で す ね。 まず 、 私た ち は、 プ レイ バ ック シア タ ーを セ ラ

ピー と して 位 置づ け てい ま せん 。近 年 のセ ラ ピー の 定義 に 、当 ては ま らな い か

らで す 。例 え ば、 プ レイ バ ック シア タ ーや リ スニ ン グア ワ ーは プラ イ ベー ト な

場で 行 うも の では な く、 パ ブリ ック （ 公共 的 ） に 公 開さ れ ます 。こ れ が大 き な

違い で す。 も う 一 つ は、 先 ほど 言っ た よう に 、私 た ち の 興 味は 治療 に はあ り ま

せん 。 医療 モ デル の 枠の 外 にい ます 。 それ で あり な がら 、 プレ イバ ッ ク シ ア タ

ーは 癒 しに な りま す 。私 た ちは コミ ュ ニテ ィ を癒 す 様式 を 提供 して い ます 。 特

に自 然 災害 や 人災 の あと 、 コミ ュニ テ ィ に は 癒し が 必要 で す。 状況 的 にセ ラ ピ

ーの 役 割は 限 られ て いる こ とが 多 い よ うで す 。 特 に セラ ピ スト の数 が 足り な い

国や 、 セラ ピ スト に お金 を 払え る人 が いな い 国、 メ ンタ ル ヘル スの た めの イ ン

フラ が 整っ て ない 国 では 、 セラ ピー が 果た す 範囲 は 限ら れ てい ます 。 一方 、 多

くの セ ラピ ス ト が 、 セラ ピ ーの 補助 的 手法 と して プ レイ バ ック シア タ ーを 使 っ

てい ま す。 ま た、 公 演形 式 でな く グ ル ープ 内 で参 加 者が 演 じる 設定 で も有 効 で

ワー ク ショ ッ プ形 式 で も よ く行 われ て いま す 。こ の 形式 で は参 加者 同 士が ス ト
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ーリ ー を語 り 合い 、 演じ 合 いま す。 セ ラピ ス トは 彼 らの 取 り組 みの 方 法論 の 一

部と し てプ レ イバ ッ ク シ ア ター を使 う こと が でき ま す。 も し興 味 が あ れば 、 プ

レイ バ ック シ アタ ー と他 の アク ショ ン メソ ッ ドの 違 いを 理 解 す るた め に 、 プ レ

イバ ッ クシ ア ター の トレ ー ニン グを 受 ける こ とを お 勧め し ます 。  

【質 問 :】  プ レイ バ ック シ アタ ーと リ スニ ン グア ワ ーを 比 較す ると 、 前者 は 能

動的 な アプ ロ ーチ で 、 後 者 はそ うで は あり ま せん 。 スト ー リー がア ク ター に よ

って 演 じら れ る場 合 と、 た だ語 られ る だけ の 場合 と では 、 違い があ り ます か ？  

【答 え ：】 そ れは 素 晴ら し い質 問で す ね。 リ スニ ン グア ワ ーは 、始 ま って か ら

まだ 半 年で す 。そ し てま だ パン デミ ッ クの 真 った だ 中で す 。 そ の質 問 に答 え る

のは 早 すぎ る ので す が、 リ スニ ング ア ワー は 、プ レ イバ ッ クシ アタ ー を簡 略 化

した も のだ と 言え ま す。 プ レイ バッ ク シア タ ーで は 、 ア ク ター が 語 ら れた ス ト

ーリ ー を舞 台 で体 現 し、 参 加者 は非 常 に多 次 元的 な 体験 を しま す。 テ ラー は 自

分の ス トー リ ーを 振 り返 り ます 。リ ス ニン グ アワ ー では 、 コメ ント を せず 、 振

り返 ら ず、 た だ順 番 にス ト ーリ ーを 語 り合 う だけ で す 。 シ ンプ ルで す 。つ ま る

とこ ろ 、イ ン パク ト が少 な いの では な いで し ょう か 。  

【質 問 ：】 ガ イド の 役割 は 、プ レイ バ ック シ アタ ー のコ ン ダク ター の よう な も

ので す か？  

【答 え：】は い。繰り 返 しに な り ます が、1 時 間と い う短 い 枠で 行 われ 、プ レイ

バッ ク シア タ ーで 必 要と さ れる のと 同 じ原 理 が存 在 しま す 。そ れは 、 個人 の 体

験で あ るこ と 、自 発 性や 自 然発 生、 良 い雰 囲 気を つ くる こ と、 必要 な とき に 導

くこ と です 。 同じ 原 理で す が、 ガイ ド 役の 守 備範 囲 はよ り 狭い です 。  

 

【司 会 者か ら の質 問 】 ス ト ーリ ー を 体 現す る ため に は、 ど うす れば い い の で す

か？  

ご質 問 の答 え にな る かど う かわ かり ま せん が 、 体 現 は自 分 のス トー リ ーを 他 の

人に 伝 える こ と か ら 始ま り ます 。ス ト ーリ ー を「 宝 の山 」 であ る心 の 中に 閉 じ

込め て おく こ と と 、 言葉 に する こと は 異な り ます 。 そし て 、歴 史 上 の 語り 部 が

やっ た よう に 、 私 た ちは 、 自分 の身 体 、全 身 を使 っ てス ト ーリ ーを 語 って い ま

す。実際、プ レイ バ ック シ アタ ー のテ ラ ーは ボ ディ ラ ンゲ ー ジ（ 身体 言 語）で、

口に す る言 葉 以上 の こと を 表現 して い ます 。  

【質 問 ：】 効 果が あ るこ と をど うや っ て把 握 する の です か ？  

プレ イ バッ ク シア タ ーと 新 しい リス ニ ング ア ワー の 両方 に つい て、 主 に こ れ ま

での 事 例か ら 引き 出 され た 根拠 があ り ます 。 人々 は 喜ん で 自分 の話 を しま す 。

話し た 後は 気 分が 良 くな り ます 。レ ジ リエ ン ス が 高 まる よ うで す。 そ れを 証 明

する 科 学的 根 拠を 待 って い ると ころ で す 。 多 くの 文 化圏 や 言語 圏 で こ の種 の コ

ミュ ニ ティ ・ ヒー リ ング ・ セレ モニ ー には 、 意味 や 影響 力 があ ると さ れて い ま

す。  

今日 は 、 オ ン ライ ン の 技 術 的な トラ ブ ルが あ った に もか か わら ず、 最 後ま で

付き 合 って く ださ っ てあ り がと うご ざ いま し た。 ひ と言 お 伝え する と ころ で す

が、 そ の前 に 身体 を 少し だ け動 かし ま しょ う 。  

最後 に 。 み な さん 、 あな た のス トー リ ー は 大 切で す 。 お 伝 えし たい の は、 あ

なた の スト ー リー は 、 あ な た自 身の た めだ け でな く 、他 の 人の ため に も 大 切 だ

とい う こと で す 。 ま た、 他 人の スト ー リー を 聞く こ と は 、 あな たが 世 界へ の 理

解を 深 め自 分 のレ ジ リエ ン ス を 高め る こと に なり ま す 。 あ りが とう ご ざい ま し

た。  


